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１．業務概要 
（1）業 務 名：令和 8 年度 球磨清流学園一体型校舎建設地地質調査業務委託 

 

（2）調査概要：本業務は、球磨清流学園一体型校舎建設事業の基礎資料とするためボーリング

調査によって地質状況等を把握することを目的とする。 

 

（3）調査場所：熊本県球磨郡球磨村大字一勝地丙字永崎地内 

（調査位置図を図 1.1～1.2 に示す。） 

 

（4）業務期間：令和 8 年 7 月 13 日～令和 8 年 10 月 9 日 

 

（5）業務内容：調査内容を以下に示す（調査数量を表 1.1 に示す）。 

・機械ボーリング     44.0m 

・標準貫入試験      32 回 

・資料整理とりまとめ     1 業務 

・断面図等作成      1 業務 

・打合せ      1 業務 

 

（6）発注機関：熊本県球磨村役場 建設課工務係 

〒869-6401 熊本県球磨郡球磨村大字渡丙1730番地 

TEL：0966-32-1116 

 

（7）受注機関：大日本ダイヤコンサルタント株式会社 九州支社 

〒814-0024 福岡市博多区綱場町9-20 長府博多ビジネスセンター6階 

TEL：092-288-7171 FAX：092-285-2202 

管理技術者 甲斐 雅博（RCCM：土質及び基礎、地質調査技士） 

担当技術者 野﨑 翔太（技術士補：建設部門、地質調査技士） 

  〃   松永 晶 （技術士補：建設部門） 

営業担当  大久保 達也 
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図 1.1 位置図 
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図 1.2 調査位置図 
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２．調査方法 
 

2.1 機械ボーリング 

①ボーリング位置は図 1.2 に示す。詳細なボーリング位置の決定については、現地状況

の確認および周辺環境への影響を考慮し発注者と協議のうえ決定した。 

②ボーリング機械は、ロータリー型ハイドロリックボーリングマシンを使用した（表

2.1.1 参照）。 

③ボーリングはオールコアボーリングとし、掘削孔径は φ66mm とした。 

④孔口はケーシングパイプまたはドライブパイプで保護した。 

⑤崩壊性の地層に遭遇して掘進が不可能になる恐れのある場合は、ケーシングパイプの

挿入により孔壁の崩壊を防止した。 

⑥掘進中は掘進速度、湧水・逸水量、スライムの状況等に注意し、変化状況を記録した。 

⑦孔内水位は、毎作業日、作業開始前に観測し、観測日時を明記した。 

⑧ボーリング作業終了深度については、監督職員と協議のうえ、その指示に従った。 

⑨ボーリング作業中は、標高、地質分類厚を測定するとともに、地下水位の測定及びコ

アの採取に努め、標本箱にはボーリングナンバー、標高等を記入し監督職員が立ち会

う場合、直ちにその地点の地層が判断できるように整理した。 

⑩土質の分類は、JGS0051（地盤材料の工学的分類方法）に準拠した。 

⑪踏み荒らし、伐採等については、最小限に留め終了後には原形復旧を行った。 

⑫調査終了後は、砂やセメントミルク等で調査孔の埋戻しを行った。 
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表 2.1.1 ボーリングの概要 

名称 ロータリーボーリング(スピンドル型)ハイドロリックフィード式 

説 

 

 

 

明 

 

 

 

図 

 

原 

 

理 

 ロッドの先端に取り付けられたビットにスピンドルを経て給圧と回転が与えられて

土や岩を切削、粉砕しながら削孔し、掘り屑は清水または泥水等の循環流体により孔外

に排除することを基本的機構とするが、給圧が油圧によって与えられる方式である。 

目 

 

的 

 すべての土～岩に対し、任意の角度に削孔し、連続サンプリングによる試料の採取を

主目的として、併せて各種孔内原位置試験測定を行うことを目的とする。削孔孔径はビ

ットにより任意に選定されるが、普通コアービットで 100mm 以下、ノンコアービットで

調査を目的に使用されることが大部分である。 

注
意
事
項 

そ
の
他 

 高速回転式であり給圧は油圧により任意に調整できるのでダイヤモンドビットの使

用には最適である。またスピンドル径 60mm 以上の機種ではワイヤーライン工法も可能

となる。しかし、機構が複雑で操作に熟練度が要望され、油圧機構の故障は現場での修

理は困難である。また、高速回転のため、清水～泥水の循環が削孔には不可欠であり、付

帯設備の完備が必要である。 
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図 2.1.1 地盤材料の工学的分類体系（JGS 0051） 
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2.2 標準貫入試験 

①試験は、「JIS A 1219 標準貫入試験方法」に準拠して実施した（表 2.2.1 参照）。 

②試験は原則 1m ごとに実施した。なお、岩盤部における試験については、60 回の打撃

回数が 5cm 未満となる試験結果が 2 回連続した場合には、これ以深の試験を中止した。 

③サンプラーの内容物は、スライムの有無を確認して採取長さを測定し、土質・色調・

状態・混入物等を記録した後、保存した。 

 

表 2.2.1 標準貫入試験の概要 
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2.3 地質解析業務 

ボーリング資料をもとに、当地域の地質の解析検討を行った。解析検討項目については

下記のとおりとした。 

（1）資料整理とりまとめ 

・各種計測結果の評価及び考察（異常データのチェックを含む） 

・試料の観察 

・ボーリング柱状図の作成 

（2）断面図の作成 

・地層及び土性の判定 

・土質又は地質断面図の作成（着色含む） 

・その他各種図面類の作成 
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３．地質地形概要 

 

3.1 地形概要 

調査地は、JR 九州肥薩線一勝地駅から南西約 0.8km に位置する。調査地周辺の地形分類

図を図 3.1.1 に示す。 

調査地の北側は球磨川が流下する。球磨川は、水上村に端を発する球磨川本流と国見岳

に端を発する川辺川が人吉盆地で合流し、球磨村を流れ八代平野に出て八代海へと流れ込

む。球磨村付近では、山岳地に急峻な谷を刻み流下する。 

調査地は、球磨川支流の芋川沿いにあたり、芋川に流下する庄本川との合流地点に発達

する氾濫平野上にあたる。調査地は周辺を急峻な山地に囲まれており、山地の麓には住宅

地が発達する。芋川および庄本川沿いの氾濫平野は、水田に利用されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.1.1 調査位置周辺の地形分類図 

地理院地図 GSIMaps（国土地理院）より引用加筆 

〇：調査地 

段丘面 

山地 山麓堆積地形 

氾濫平野 
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3.2 地質概要 

調査地周辺の地質は、山地部には前期白亜紀－後期白亜紀の前期の佐伯亜層群、新第三紀後期鮮新

世の中期肥薩火山岩類の布計安山岩及び相当層が分布し、低地部には沖積層が分布する。 

佐伯亜層群は、主に調査地の北および東西の山地部に分布する。本層は調査地の基盤をなす地層で

あり、砂岩、砂岩泥岩互層からなる。砂岩は中粒～粗粒であり、砂岩泥岩互層は数 cm から 30cm 程度

の砂岩・泥岩がリズミカルに繰り返している。 

布計安山岩及び相当層は、主に調査地の南の山地部に分布する。本層は水俣からえびの付近にかけ

て広く分布し、溶岩、火砕流堆積物、土石流堆積物等の厚い累重からなる。 

沖積層は、河川沿いに分布し、礫、砂及び泥からなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2.1 調査地周辺の地質 「1:200,000 地質図 八代及び野母崎の一部」より引用加筆 
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〇：調査地 
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B
礫混じり粘土

粘土混じり砂礫
玉石混じり砂礫

2～60以上
(17)

グラウンドを造成した際の盛土と考えられる。
礫混じり粘土、粘土混じり砂礫、玉石混じり砂礫を呈す
る。
部分的に粘土の混入量多い。
全体に礫の混入量は多い。
安山岩、砂岩の玉石を混入する。

粘性土層 Ac シルト質粘土
2～3
(2)

Bor.4地点において確認された。
旧耕作土と考えられる。
軟らかい均質な粘性土である。
含水量多い。

礫質土層 Ag 玉石混じり砂礫
60以上

(参考値：60)

旧河川の河床堆積物と考えられる。
玉石混じり砂礫を呈する。
安山岩の玉石を混入する。
基質は砂礫主体で、φ5～50mm程度の亜円、亜角礫を主
体とする。

白
亜
紀

後

期
～

前

期

佐伯亜層群 砂岩層 K1s 砂岩
150～300以上

(287)

砂岩を主体とし、部分的に頁岩と互層状を呈する。
部分的にD級を示すが、全体にCL級以上である。
コアは礫状～短柱状コアを主体とする。
全体に亀裂が発達し、亀裂面は褐色を呈する。
白色の石灰質の岩脈が発達する。

( )内は平均値を示す。なお、平均値算出にあたり以下とした。

・試験中に土層が変化した場合は、除外した。

・B：Ｎ値60以上を示す試験値は、礫を打撃したものとして除外した。

・Ag：Ｎ値60以上を示す試験値は、Ｎ =60として算出した。なお、礫を打撃したものと判断されることから、参考値とする。
・K1s：換算Ｎ値300以上を示す試験値は、Ｎ =300として算出した。

地質
年代

地層
記号

主な土質名 N値 特徴地層名

盛土現世

沖積層
第
四
紀

完
新
世

４．調査結果 

 

4.1 ボーリング調査結果 

ボーリング調査は、球磨清流学園一体型校舎建設事業の基礎資料とするため、計画箇所の地

盤状況を把握することを目的として、4 箇所実施した。 

 

（1）地盤構成 

調査地の地質層序を表 4.1.1 に示すとともに、本業務のボーリング調査結果を基に作成

した推定地層断面図を図 4.1.1～4.1.2 に示す。 

本業務で確認された地層は、上位より盛土層、沖積層の粘性土層および礫質土層、白亜

紀の砂岩層である。 

 

表 4.1.1 地質層序表 
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図 4.1.1 推定地層断面図（縦断図） 
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図 4.1.2 推定地層断面図（横断図） 
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（2）地層各論 

各地層の特徴を以下に示す。 

 

1）盛土層（B） 

本層は、グラウンドを造成した際の盛土と考えられる。礫混じり粘土、粘土混じり砂

礫、玉石混じり砂礫を呈する。部分的に粘土の混入量多い。全体に礫の混入量は多く、

安山岩、砂岩の玉石を混入する。玉石は、φ100～600mm 程度のものを混入し、コアで採

取される。 

Ｎ値は 2～60 以上を示すが、Ｎ値 60 以上を示す試験値は礫を打撃したものと判断さ

れる。 

 

2）粘性土層（Ac） 

本層は、Bor.4 地点において確認された。旧耕作土と考えられる。軟らかい均質な粘

性土であり、含水量は多い。 

Ｎ値は 2～3 を示す。 

 

3）礫質土層（Ag） 

本層は、旧河川の河床堆積物と考えられる。玉石混じり砂礫を呈する。基質は砂礫主

体で、φ5～50mm 程度の亜円、亜角礫を主体とする。安山岩の玉石を混入する。 

Ｎ値は 60 以上を示すが、礫を打撃したものと判断される。 

 

4）砂岩層（K1s） 

本層は、砂岩を主体とする。部分的に頁岩と互層状を呈する。岩級区分は、部分的に

D 級を示すが、全体に CL 級以上である。コアは礫状～短柱状コアを主体とする。全体に

亀裂が発達し、亀裂面は褐色を呈する。白色の石灰質の岩脈が発達する。 

換算Ｎ値は 150～300 以上を示す。 
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範囲 平均値

B 2～60以上 17

粘性土層 Ac 2～3 2

礫質土層 Ag 60以上 参考値：60

白亜紀 後期～前期 佐伯亜層群 砂岩層 K1s 150～300以上 287

( )内は平均値を示す。なお、平均値算出にあたり以下とした。

・試験中に土層が変化した場合は、除外した。

・B：Ｎ値60以上を示す試験値は、礫を打撃したものとして除外した。

・Ag：Ｎ値60以上を示す試験値は、Ｎ =60として算出した。
　　　なお、礫を打撃したものと判断されることから、参考値とする。
・K1s：換算Ｎ値300以上を示す試験値は、Ｎ =300として算出した。

現世 盛土

第四紀 完新世 沖積層

N値
地質年代 地層名

地層
記号

4.2 標準貫入試験結果 

標準貫入試験は、調査箇所の地層構成及び土の相対強度（Ｎ値）を把握することを目的

として実施した。各層の試験結果を表 4.2.1 に示す。 

 

表 4.2.1 標準貫入試験結果一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下に、各層のＮ値の特性について述べる。 

 

（1）盛土層（B） 

B 層のＮ値ヒストグラムを図 4.2.1 に示す。本層のＮ値は 2～60 以上の範囲の値を示

すが、Ｎ値 60 以上を示す試験値は礫を打撃したものと判断される。これらの値を除外し

た平均値は 17 を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.2.1 B 層のＮ値ヒストグラム 

16



 

 

（2）粘性土層（Ac） 

Ac 層のＮ値ヒストグラムを図 4.2.2 に示す。本層のＮ値は 2～3 の範囲の値を示す。

平均値は 2 を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.2.2 Ac 層のＮ値ヒストグラム 

 

（3）礫質土層（Ag） 

Ag 層のＮ値ヒストグラムを図 4.2.3 に示す。本層のＮ値は 60 以上の値を示すが、礫

を打撃したものと判断される。平均値は参考値とし、60 とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.2.3 Ag 層のＮ値ヒストグラム 
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（4）砂岩（K1s） 

K1s 層のＮ値ヒストグラムを図 4.2.4 に示す。本層の換算Ｎ値は 150～300 以上の範囲

の値を示す。平均値は 287 を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.2.4 K1s 層のＮ値ヒストグラム 
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５．総合考察 

 

5.1 計画地の地盤 

調査地には、上位より盛土層、沖積層の粘性土層および礫質土層、白亜紀の砂岩層が分

布する。 

 

（1）盛土層（B） 

本層は、グラウンドを造成した際の盛土と考えられる。層厚は 1～6m 程度で、南北方

向は Bor.1 側から Bor.2 側（庄本川側）へ向かって層厚が厚くなり、東西方向は Bor.4

側から Bor.3 側（芋川側）へ向かって、層厚が薄くなる。 

本層は、礫混じり粘土、粘土混じり砂礫、玉石混じり砂礫を呈する。全体に礫の混入

量は多く、安山岩、砂岩の玉石を混入する。玉石は、φ100～600mm 程度のものを混入し、

コアで採取される。 

Ｎ値は 2～60 以上を示すが、Ｎ値 60 以上を示す試験値は礫を打撃したものと判断さ

れる。これ以外の値は 5～46 の範囲の値を示す。 

 

（2）粘性土層（Ac） 

本層は、Bor.4 地点において確認された。グラウンド造成以前の旧耕作土と考えられ

る。層厚は 1.6m 程度である。 

本層は、均質な粘性土である。全体に軟らかく含水量は多い。 

Ｎ値は 2～3 を示す。 

 

（3）礫質土層（Ag） 

本層は、旧河川の河床堆積物と考えられる。層厚は 1～1.7m 程度である。 

本層は、玉石混じり砂礫を呈する。基質は砂礫主体で、φ5～50mm 程度の亜円、亜角

礫を主体とし、安山岩の玉石を混入する。玉石は、φ100～400mm 程度のものを混入する。 

Ｎ値は 60 以上を示すが、礫を打撃したものと判断される。 

 

（4）砂岩層（K1s） 

本層は、調査地の基盤を成す層である。 

本層は砂岩を主体とし、部分的に頁岩と互層状を呈する。岩級区分は、部分的に D 級

を示すが、全体に CL 級以上である。コアは礫状～短柱状コアを主体とする。全体に亀裂

が発達し、亀裂面は褐色を呈する。白色の石灰質の岩脈が発達する。 

換算Ｎ値は 150～300 以上を示す。 
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5.2 支持地盤の検討 

支持層の目安について、「建築基礎構造設計指針 2019 年」では、「砂質土、礫質土で

はＮ値 50（または 60）以上、粘性土では 20～30 以上」と記載されている。 

計画箇所において、支持層の目安に該当する土層は K1s 層であり、本層が支持層に最適

であると判断される。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

「建築基礎構造設計指針 2019 年 一般社団法人日本建築学会」より引用加筆 
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図 5.2.1 推定地層断面図（縦断図） 
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図 5.2.2 推定地層断面図（横断図） 
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5.3 基礎形式の考察 

建物の基礎形式と支持地盤の深度は密接な関係にある。支持地盤の深さに合わせた基礎

形式の例を図 5.3.1 に示す。 

計画箇所においては、GL-1～8m 付近より以深に分布する砂岩層（K1s）が支持層の目安

に適する土層であり、支持層として最適であると判断される。砂岩層（K1s）の上面は、南

北方向は南側の山側から北側の庄本川に向かって深くなっており、東西方向は西側の芋川

側から東側に向かって深くなっている。これらのことから、計画建築物の基礎形式として

は、図 5.3.1 から砂岩層（K1s）を支持層とした異種基礎、杭基礎が考えられる。 

設計において基礎形式の選定にあたっては、建物の要求性能、地盤条件、荷重条件、施

工性等について十分検討し、適用性の高い基礎形式を選定する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.3.1 支持地盤の深度と適用可能な基礎形式 

「建築基礎構造設計指針 2019 年 一般社団法人日本建築学会」より引用加筆 

 

(a)～(h)は下表の各基礎形式に対応 
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5.4 設計・施工上の留意点 

 

（1）支持層について 

計画箇所において、支持層の目安に該当する土層はＮ値 60 以上が確認された砂岩層（K1s）

であり、本層が支持層に最適であると判断されるが、砂岩層（K1s）の上面深度は 1～8m と

傾斜していることから、設計に際しては支持層の傾斜に十分留意する必要がる。また、基

礎形式の選定にあたっては、諸条件について十分に検討し、適用性の高い基礎形式を選定

する必要がある。 

 

（2）基礎の施工について 

計画箇所において、建築物の基礎形式として杭基礎が考えられる。支持層までの中間層

には玉石混じり砂礫が分布していることから、基礎形式として杭基礎とする場合には、施

工方法等について十分に検討し、最適な方法を選定する必要がある。 
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1．ボーリング柱状図

2．コア写真

3．現場記録写真
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GL-0.0～0.1m間、マサ土。
GL-0.1～0.8m間、排水用砕石主体
の盛土。

φ100～600mm程度の安山岩玉石を
混入する砂礫で、基質部は中程度
の締まり具合を示す。
粘土を混入する。
GL-4.4m以深は、安山岩玉石が連
続する。
GL-3.73～3.88m間、L=13.5cmの安
山岩玉石を混入。
GL-4.41～5.00m間、L=59cmの砂岩
玉石を混入。

礫はφ20～50mm程度のの亜角礫～
亜円礫主体。
基質は茶褐色の礫混り粘性土。

φ100～200mm程度の安山岩玉石を
主体とする砂礫。

亀裂非常に発達し、コアは粘土混
り角礫状。

亀裂発達し、コア外周を留める塊
状～短棒状コア主体。
亀裂面はやや開口し、茶褐色に変
色する。

様々な角度の亀裂が非常に発達
し、コア外周を留める塊状～角礫
状コア主体。
亀裂面はやや開口し、茶褐色に変
色する。

亀裂発達し、5～10cm程度に割れ
た棒状コア主体。
白色の2mm程度の石灰質岩脈発達
し、酸にて発泡する。
亀裂面は新鮮なものが多いが、
所々褐色に変色する。
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岩盤ボーリング柱状図
調 査 名 令和8年度 球磨清流学園一体型校舎建設地地質調査業務委託

事業名 または 工事名 令和8年度 球磨清流学園一体型校舎建設地地質調査業務委託

調査目的及び調査対象 建築 構造物基礎

ボ―リング 名 Bor.3 調査位置 熊本県球磨郡球磨村大字一勝地丙字永崎地内 北 緯 32°14′45.8943″

発 注 機 関 熊本県球磨郡球磨村 調査期間 2026年  8月 31日 ～ 2026年  9月  3日 東 経 130°38′49.4925″

調 査 業 者 名
大日本ダイヤコンサルタント株式会社
電 話 092-288-7171

主任技師 甲斐 雅博
地質調査技士

登録番号: 第15107号
現    場
代 理 人

野崎 翔太
地質調査技士

登録番号: 第26168号
コ ア
鑑 定 者

甲斐 雅博
地質調査技士

登録番号: 第15107号
ボーリング
責 任 者

内田 明久
地質調査技士

登録番号: 第07708号
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GL-0.0～0.3m間、マサ土。
GL-0.3～0.5m間、排水用砕石主体
の盛土。
GL-0.6m以深、茶褐～暗灰褐を呈
する礫混じり粘土。
部分的に粘土の混入量多い。

礫はφ20～40mmの亜円礫～亜角礫
を主体。
所々にφ150～300mm程度の安山岩
玉石混入。

風化し、淡褐色に変色する。
亀裂発達し、コア外周を留める塊
状コア主体。
亀裂面は茶褐色を帯び、亀裂間に
礫混じり粘土を挟む。
GL-6.20～6.25m間は淡白色の岩脈
で、酸にて発砲する。

色調は、暗灰褐～暗灰を呈する。
亀裂発達するも短棒状～コア外周
を留める塊状コア主体。
亀裂面は茶褐～黒褐色を帯びる。
全体的に風化し、やや淡灰褐色に
変色する。

色調やや新鮮となり、暗灰主体。
亀裂発達し、短棒状コア主体。
亀裂面は酸化し、茶褐～黒褐色を
帯びる。
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調 査 名 令和8年度 球磨清流学園一体型校舎建設地地質調査業務委託

事業名 または 工事名 令和8年度 球磨清流学園一体型校舎建設地地質調査業務委託

調査目的及び調査対象 建築 構造物基礎
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発 注 機 関 熊本県球磨郡球磨村 調査期間 2026年  8月 10日 ～ 2026年  8月 21日 東 経 130°38′47.1501″

調 査 業 者 名
大日本ダイヤコンサルタント株式会社
電 話 092-288-7171

主任技師 甲斐 雅博
地質調査技士

登録番号: 第15107号
現    場
代 理 人

野崎 翔太
地質調査技士

登録番号: 第26168号
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鑑 定 者

甲斐 雅博
地質調査技士

登録番号: 第15107号
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内田 明久
地質調査技士

登録番号: 第07708号
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GL-0.0～0.2m間、マサ土。
GL-0.2～0.7m間、排水用砕石主体
の盛土。
GL-0.7mより礫混じり粘土。
砂を混入する。
部分的に礫の混入量多い。

旧耕作土。
含水量多く、軟らかい均質な粘性
土。

GL-6.6～7.0m間、GL-7.03～7.29m
間、塊状～棒状コアで採取される
φ200～400mmの安山岩玉石を混
入。
基質は砂礫主体で、礫はφ5～
50mm程度の亜円礫、亜角礫主体。
細粒分の混入量は少ない。
GL-7.75～8.0m間、GL-8.0～8.35m
間、塊状～棒状コアで採取される
φ120～250mmの安山岩玉石を混
入。
GL-8.3mに赤褐色の安山岩礫混
入。

亀裂発達し、コア外周を留める塊
状～角礫状コア主体。
亀裂面はやや開口し、茶褐色に変
色する。
GL-8.45～8.75m間、頁岩をパッチ
状に挟む。

亀裂非常に発達し、角礫状コア。
GL-10.0～10.3m間、粘土混り砂礫
状となるが、硬い。

棒状コア主体。
白色の2mm程度の石灰質岩脈発達
し、酸にて発泡する。
GL-11.35～11.8m間、鉛直に近い
急角度の亀裂発達し、コアが縦方
向に分断する。
亀裂面は新鮮なものが多いが、
所々褐色に変色する。

粘土混り礫状に破砕し、風化する
が、N値は高い。

棒状コア主体。
白色の1～5mm程度の石灰質岩脈発
達し、酸にて発泡する。
亀裂面は密着し、新鮮。
GL-13.0～13.3m間、亀裂非常に発
達し、角礫状コア。
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2．コア写真











3．現場記録写真


































